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故
古
田
東
朔
先
生
の
御
霊
前
に
、「
近
代
語
研
究 

第
十
八
集
」
を
謹
ん
で
捧
げ
ま
す
。
先
生
は
去
る
平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
、
国
語

学
、
国
語
教
育
、
洋
学
資
料
研
究
な
ど
に
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
て
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

近
代
語
学
会
は
昭
和
三
十
三
年
に
始
ま
り
、
七
年
後
の
昭
和
四
十
年
に
は
「
近
代
語
研
究 

第
一
集
」
を
刊
行
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
編
集
を
担
当
さ
れ
た
の
は
吉
田
澄
夫
先
生
で
、
以
後
第
六
集
ま
で
吉
田
先
生
が
編
集
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
第
七
集
か
ら
は
松

村
明
先
生
が
編
集
を
引
き
継
ぎ
、
第
十
集
ま
で
そ
の
任
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
第
十
一
集
以
降
は
、
古
田
東
朔
先
生
に
よ
っ
て
編
集
が
行

わ
れ
、
第
十
七
集
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

近
代
語
学
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
に
近
代
語
学
会
に
尽
力
さ
れ
た
、
吉
田
澄
夫
先
生
、
松
村
明
先
生
に
追
悼
号
を
捧
げ
て
参
り

ま
し
た
。「
吉
田
澄
夫
博
士
追
悼
論
文
集
」（
近
代
語
研
究 
第
八
集
）、「
松
村
明
教
授
追
悼
論
文
集
」（
近
代
語
研
究 

第
十
一
集
）
が
そ
れ
ら

に
当
た
り
ま
す
。
今
回
、
古
田
先
生
の
御
逝
去
に
際
し
、
古
田
先
生
の
も
と
近
代
語
学
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
岡
部
嘉
幸
、

小
松
寿
雄
、
鈴
木
英
夫
、
常
盤
智
子
が
相
談
し
、
第
十
八
集
を
古
田
先
生
の
追
悼
号
と
す
る
こ
と
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
多

く
の
方
々
の
御
賛
同
を
得
て
、
三
十
二
編
の
論
文
の
御
送
付
を
い
た
だ
き
、
無
事
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
御
執
筆
の
各
位
に
感

謝
す
る
し
だ
い
で
す
。

本
集
に
は
、
論
文
の
ほ
か
「
古
田
東
朔
教
授
年
譜
」
を
付
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
国
文
鶴
見
」（
第
三
十
一
号
、
平
成
八
年
）
所
載

「
古
田
東
朔
教
授
　
略
歴
・
業
績
目
録
」
中
の
「
略
歴
」
の
部
分
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
御
逝
去
の
年
月
日
を
加
え
た
も
の
で
す
。
こ
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の
転
載
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
国
文
鶴
見
」
に
は
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
当
初
「
業
績
目
録
」
の
掲
載
も

計
画
い
た
し
ま
し
た
が
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
く
ろ
し
お
出
版
の
ほ
う
か
ら
、
新
し
い
「
業
績
目
録
」
が
古
田
東
朔
近
現
代
日
本
語
生
成
史

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
第
六
巻
に
載
る
（
平
成
二
十
七
年
一
月
刊
行
予
定
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
か
な
り
の
頁
数
を
要
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、

本
集
で
は
こ
れ
を
見
送
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

御
執
筆
の
方
々
、
刊
行
の
労
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
武
蔵
野
書
院
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日

岡
部
　
嘉
幸

小
松
　
寿
雄

鈴
木
　
英
夫

常
盤
　
智
子
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